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小平市議会議員 竹井ようこ 会派 フォーラム小平

竹井ようこ後援会
〒187-0041 小平市美園町1-1-15
TEL/FAX：042-207-1232
E-mail ：info@takeiyoko.com
公式HP ：http://takeiyoko.com/

皆様のご支援により、4月から二期目の議席をお預か
りしております。「つながって支え合う小平」を目指し、
日々精力的に活動してまいります。

小平駅周辺の魅力ある
まちづくりについて

【質問】小平駅北口地区再開発事業
の進捗と南口との連携は？

【回答】来年度の都市計画決定が順
調に進めば以下の見通しとなる。

・令和３年度：組合設立
・令和5年以降：工事着手
工事期間は４～5年間と想定する。
北口・南口両地区の連携の推進に取
り組んでいく。

【質問】南口駐輪場を地下化して、用
地の有効活用（アンテナショップ、居
場所、コワーキングスペースなどの設
置）ができないか。

【回答】現時点で計画はないが、同駐
輪場の耐用年数が迫っており、本年
度中には施設の更新適否の判断を
行う。

【質問】市民まつりを駅前スタートに！
【回答】交通規制などの面で課題はあ
るが、今後、実行委員会・自治会
商店会関係者から意見収集を行な
うなど連携を図る。

定例議会
一般質問動画配信中9月定例議会報告

市民の皆様からのご意見・ご要望をもとに、以下２点について一般質問を行ないました。

東京パラリンピックを契機
に共生社会に向けた改革を

【質問】パラリンピックを契機として、障
害者に対する理解促進やバリアフ
リー化など、具体的な目標を掲げて
全庁的に取り組むべき。

【主な回答】
■小平市のホームぺージにオリパラ情
報や市の目標など、市民に伝わるよ
う専用ページの開設を検討する。

■障害者に対するパラリンピック関連イ
ベントの周知について工夫する。

【質問】多摩地域で唯一、小平市の
みが体育施設の障害者利用割引
を実施していない。早急な改善を要
望する。

【回答】指定管理者と協議する。

ト ピ ッ ク ス
週刊東洋経済（9/21
号）の記事内 「都内保
育園低賃金80」に、小平
市内の保育園が3園掲載
されていたことを受け、市
に対し現状認識と改善策
について文書質問を行な
いました。

（2019年9月）



フェイスブック
ツイッターは
「竹井ようこ」
で検索！

1966年 1月28日 滋賀県生まれ（名古屋育ち）
名古屋市立菊里高校卒業
南山大学外国語学部英米科卒業

（1997年より小平市在住）

1988年 4月 日本電信電話(株)入社
国際部などで業務経験を積む

1991年 4月 (株)情報通信総合研究所出向
Didier & Associates法律事務所（ベルギー）派遣
欧州各国での情報通信政策について調査・分析

1994年 6月～98年 9月 出産・育児のため休業等
職場復帰後は育児に仕事に多忙な日々を過ごす

1999年 7月 ＮＴＴコミュニケーションズ（株）
情報通信の最前線で企画・法務等の業務に従事

2015年 4月 小平市議会議員選挙にて初当選
2019年 4月 同 当選（二期目）

【家族】 夫、長男(ともに会社員)、長女(大学生)、柴犬
【趣味】 ボッチャ、スポーツ観戦(ラグビー、バスケット、

ラクロス、野球、ソフトボールなど)
音楽鑑賞(ジャズ、吹奏楽など)、歌を歌うこと

【資格】 防災士、二級知的財産管理技能士
中学校・高等学校教諭免許状(英語)

〒187-0041 小平市美園町1-1-15
TEL/FAX：042-207-1232
E-mail ：info@takeiyoko.com
公式HP ：http://takeiyoko.com/

①幼児教育・保育の無償化について

本年10月より３～5歳児の無償化を
開始するにあたり、運用の考え方につい
て確認するとともに、市民が安心して
サービスを享受できるよう要望しました。

【要望】
■無償化にあたり、これまで保育料に含

まれていた「食材費」が別途徴収され
る。多子世帯にとって負担増とならな
いよう求める。

■指導監督基準を満たさない認可外
保育施設についても、5年間は無償
化の対象となることを受け、東京都に
おける指導監督とあわせ、運営実態
の確認を市で行うべき。

※ 認可外保育施設での事故発生率は認可保育施設の26倍
（全国平均）

6月定例議会報告 以下３点について一般質問を行ないました。

■ホストタウン⇒国際交流・多文化の
学習を目的とし、西アフリカに位置す
る国との間で調整中であることを確認。

■復興五輪⇒東京都が掲げる「復興」
をスローガンに終わらせないよう要請。
これまでの被災地支援の取り組みとの
連携を検討中であることを確認。

竹 井 よ う こ プ ロ フ ィ ー ル

■ファミリーサポート、一時預かり、病児保
育、基準を満たしたベビーシッターなどの
利用も「保育要件の認定」があれば無
償となる（保育園在籍児を除く）。広
く周知を行なうべき。

■幼稚園と保育園では無償スタート時期
が異なる。市民にわかりやすく説明を。

・幼稚園…（満3歳児クラスがあれば）3
歳になった時から無償

・保育園… 3歳の学年（3歳になった最
初の4月）から無償
同様に、同じ認定こども園に在籍してい
ても幼稚園としての利用者と保育認定
者で異なる。（幼稚園＋預かり保育
利用の場合、預かり保育部分の無償
スタートは保育認定者に準ずる。）

②ごみ収集有料化の目的と
目標を再度明確にし、ﾌﾟﾛｾｽ
可視化で納得感ある施策に

③東京２０２０オリンピック・
パラリンピックのホストタウン検
討状況と復興五輪について

■ごみ減量の成果について市民に分か
りやすく見える化するよう要望。

■ごみ袋の料金見直しは、5年後という
計画に捉われず、ごみ減量効果等が
確認された段階で柔軟に検討する考
えを確認。


